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エレクトロニックコマースシステムの構築を支援する
｢日立コマース･ソリューション+

HITACHICOMMERCE SOLUTtON:TotaISo】ution for EC Businesses

l諸島伸治
5ゐJ邦ノダ仙川ざ/z才椛α森山純次 ノz-Jわオ肋γかα〝甘α

光永 聖 ふzねs/z7〟オね～f〃〔酢

消費者

インターネット利用新取り引き

(金融･保険･報道)

オンライン決済

[二重麺二二]

認証･公証

サービス

_≦=亡:::::::::::==ゝ

認証局･公証局

電子取引所

インターネット

ショッピンク

インターネット

企 業

企業間EDl

国匡ま占∃王∃占∃主要

且国

畠国国匡互と∃盟と∃

盟国国 盟匡も匡ま

公共機関の
購買･調達

住民への行政

サービス

□□□

□□□

□□□

□□□

[コ[コ[コ

公共機関

注:略語説明 EDl(∈lectronicDatalnterchange)

｢日立コマース･ソリューション+の対象分野

インターネットを中心としたオーフロンなネットワークは,消費者･企業･行政を双方向に結ぷ新たな関係を作り出す｡｢日立コマース･ソ

リューション+はインターネットショッビングをはじめとして,安全性の高い取り引きを実現する認証･公証機能などの共通インフラストラク

チャーに至るまで,多岐にわたるECの諸領域を幅広くサポートしていく｡

EC(ElectronicCommerce)は,消雪老･イヒ業･公共機

関の三者がオープンなネットワーク.卜で,決折を含む商

品やサービスの取り引きを行うことと左毒され,取り引

きの主体や形態によって幾つかの分野に分類される｡

｢R寸ニコマース･ソリューション+は,これらのECの諸

分野を総合的にサポートするソフトウェア製品とサービ

スの体系とLて構築したものである｡すでにインターネ

ットショッピングを実現するソフトウェアとサービスを

提供しており,今後,企業間ECをはじめとした他の分野

にもサポート範岡を広げていく｡また,ECを苓玖にて臭現

するための各椎サービスを提供することによl),ECビジ

ネスヘの参入を支援する｡

パイロットシステムの実験的運営の場とLて"11eト

SpaceCommunity''を提供しており,企業一消雪省間EC

の分野から他分野へと段階的にサービスを拡張してい

く｡これにより,顧客はECビジネスヘの参入時に業務運

営に専念することができ,また初期投資コストを低減す

ることができる｡

共通インフラストラクチャーの分野では,取引柏手の

真正性を証明する証明書(認証菩)を発行する認証サービ

スを提供する｡このサービスを利用することにより,`女

全性の高い取り引きが吋能になる｡また,与信審査との

連動により,カード会社や銀行などの金融機関を通じた

インターネット上でのオンライン決済の信頼性を高める

ことができる｡
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1.はじめに

パソコンの普及とセキュリティ技術,マルチメディア

技術などの発達により,インターネットの商用利用のた

めの社会的環境は急速に整ってきている｡

｢R立コマース･ソリューション+は,このようなEC

(ElectronicCommerce)に対するニーズの高まりを背景

に,EC実現のためのソフトウェアプロダクトとサービス

の体系として構築したものである｡

ここでは,｢日立コマース･ソリューション+の概要に

ついて述べる｡

2.日立コマース･ソリューションの全体像

ECは,消費者,企業,行政を双方向に結ぶことで多く

の新たな取引関係を作り出していくと予想される｡｢日立

コマース･ソリューション+では,インターネットショ

ッピングをはじめとして,ECで想定される多くの分野に

ついて,ハードウェア･ソフトウェア製品と,システム

の企画から運用･保守までの総合的なサービスの提供を

行っていく(図1参照)｡

新たに提供するサービスの一つである｢ECシステムプ

ランニングサービス+では,漠然とした顧客ニーズの具

体化を支援し,システム化する範囲の検討や導入手順･

開発計画の策定までを行う｡

｢ECシステム構築･運用コンサルテーションサービ

ス+では,ECシステムの構築やEC関連製品の導入･利用

[二蚕互]

ECシステム

プランニンク

サービス

設計 開発 テスト

ECシステム構築･運用

コンサルテーションサービス

ECシステム構築サービス(群)

･システム受託開発サービス
･WWWコンテンツ作成サポート

･インターネットファイアウォール構築サボw卜
など

に関する技術的な支援を行い,運用方式設計についての

コンサルテーションを行う｡

また,スムーズなECビジネスヘの参入を支援する各種

サービスを提供していく｡例えば｢企業間ECサービス+

では,企業と企業がネットワーク上で安全性と信頼性の

高い取り引きを行うことができる場と,取り引きを媒介

する各種サービスの提供を行う｡

これらのサービスのうち,実証実験の場を提供する

"netspacecommunity''と,取引参加者の本人証明を行

う｢認証サービス+について次章以降で述べる｡

3.netSpace Community

-パイロットシステム検証の場-

3.1netSpaceCommunityの位置づけ

"netspacecommunity''は,新しい業務の仕組みを提

案し,技術的検証を行って顧客のニーズを喚起していく

場である｡｢個客+マーケテイングから,電子決済までの

システムを最小投資･最短納期でテストする環境を提供

するもので,｢情報発信,マーケテイング,ショッピン

グ+各分野の,先進システムの評価･検証,ビジネス展

開上の検証,顧客どうしの情報交換の場として位置づけ

ている｡第1フェーズは企業】消費者間を対象とし,消

費者アクセス意欲向上のための魅力ある場づくりや,他

メディアとの融合を図ることで企業の加盟促進を図る｡

3.2 システムの全体像

netspaceCommunityは,大別して次の三つの機能で
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注:略語説明 WWW(WorトdWideWeb)

図l｢日立コマース･ソリューション+のサービス体系

ECシステムの企画から運用･保守までの一貫サポートを行う｡また,リソース提供サービスやnetSpaceCommu山ty,企業間ECサービス,認証

サービスなどのECを実現するうえで必要な環境を提供するサービス群も用意している｡
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構成している｡全体像を図2に示す｡

(1)ワールドマーケット:仮想店舗群の集まりで,注文

受け付けから商品代金支払いのための個人認証,決済機

能の実現環境を提供している｡

(2)メンバーズクラブ:特定会員向けのサービスで,先

進システムの実証実験や会員相互の情事艮交換などの環境

を提供している｡

(3)ビジターズルーム:実証実験内容の概要紹介を中心

に,｢ぶらり訪問+のための機能を備えている｡

netSpaceCommunityに加盟することにより,企業は

マーケテイング関連情報や,カンファレンス開催による

インターネット関連先進技術を取得することができる｡

参加企業と連携する方式には,自社環境で運営するモー

ルシステムとのリンク方式と,口立製作所のアウトソー

シングセンターへの業務委託方式がある｡日立認証尚,

決済局のサポートは第2フェーズからの子宝である｡

3.3 展開計画

(1)第1フェーズ(1997年3月から):参加企業の公募

と,企業一消費者を中心とするショッピングモデル｢電

子注文から電子決i斉+までのパイロットシステムの実証

一般消費者･実証実験対象者
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(2)第2フェーズ(1997年9月から):ワントウー ワン

マーケテイング,DB(Database)連携,VRML(Virtual

Reality Modeling Language)などの新技術や新アプリ

ケーションなどの実証実験

4.認証サービス

4.1認言正の必要性

オープンネットワークでは,取り引きを行っている相

手が名乗っているとおりの本人かどうか確認できないと

いう問題があり,その解決手段として,第三者機関が通

信省の身分保障をするための電子的な証明書(認証書)を

発行するという方式が考え出された｡この第三者機関を

認証局(CA:CertificationAuthority)と呼ぶ｡

4.2 認証の仕組み

認証とは,公開鍵暗号方式に基づいて,公開鍵が正し

い使用者のものであることを示す認証書を基に真正性を

確認するものである｡認証書発行の概要を図3に示す｡

認証申請者は,(1)まず,通信を行う際に使用する暗号

鍵(公開鍵と秘密鍵のペア)を生成し,(2)次に,一般に開
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国
ホームページ

ワールドマーケット

仮想店舗群

メンバーズクラブ,ビジタースルーム

顧客先行システム

の実証実験環境

④
維持･運営管理･データ分析業務代行など
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図2 システムの全体像

netSp∂CeCommunityの主な機能は,仮想店舗群を集めてショッピングモールとして機能する｢ワールドマーケット+,特定会員向けサービスと
しての｢メンバーズクラブ+,実証実験紹介のための｢ビジターズルーム+で構成している｡
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③審査依頼魯
認言証書の処理

(発行･保管･失効手続き･更新)

(D暗号鍵生成

登録局(RA)

認証局(CA)

本人確認･与信チェック

④審査完了

②認証書申請禽⑳⑤認証書発行

誹
消費者 国 バーチャル

ショップ

ペイメント

ゲートウェイ

注:暗譜説明 RA(RegistrationAutho什亡y).CA(CertificationAutho什y)

図3 認証の仕組み

消費者･バーチャルショップなどの認証申請者は,生成した公開鍵を認証局に送って認証書の発行を依頼する｡登録局は,本人確認と与信チ

ェックを行って認証書の発行の可否を判定する｡認証局は審査完了後,自らのデジタル署名を付した認証書を認証申請者に対して発行する｡

示する公開鐘を認証局に送って認証書発行を申請する｡

(3)認証局では依頼を受け付け,認証書を発行してよいか

どうかの審査を行う｡なお,審査処理は登録局(RA:

Registration Authority)が認証局に代わって行うこと

が多い｡(4)審査完了後,(5)認証局は送られてきた公開鍵

に,ディジタル署名をして認証書を発行する｡

4.3 認証サービスの内容

1997年度半ばを目標に,認証サービスの提供を開始す

る｡当初は企業一消雪者間EC分野でのSECE(Secure

ElectronicCommerceEnvironment)プロトコル(本誌

掲載の論文｢エレクトロニックコマース推進事業プロジ

ェクトヘの取組みと共通プラットフォームの開発+参照)

にのっとった認証から始め,企業間ECなどの他分野にも

サービス範囲を順次拡大していく｡

企業一消費者間ECでの登録局は,主としてクレジット

カード会社や銀行が担当し,本人確認のほか,与信チェ

ックもあわせて行う｡したがって,認証を受けることに

より,金融機関での電子決済を行うことができるように

なる｡

5.おわりに

ここでは,｢日東コマース･ソリューション+の対象分

野とサービス体系を概観し,さらに,パイロットシステ

ムの検証の場を提供する"netSpaceCommunity”と取
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引相手の本人確認を行う認証サービスについて述べた｡

今後も,企業間ECなどの分野も含め,先進的なECシス

テムを総合的に提供していく考えである｡
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